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【基準年度と比較して減少した要因】

新焼却施設が供用開始となったことで、焼却施設に使用する燃料・電気量の使用量が減

少したことによるもの。

大規模施設等について、電力会社を変更したことに伴いＣＯ2排出係数※の違いにより

減少したことによるもの。

電気の供給1kWhあたりどれだけのCO2を排出しているかを示す数値
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３　温室効果ガス総排出量増減の主な理由
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第２次五島市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)の進捗状況について

　五島市は、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、第２次五島市地球温暖化対策実

行計画(事務事業編)を策定し、五島市役所及びその他市の施設から排出される温室効果ガス

の削減に取り組んでいます。

　以下に、令和元年度の第２次五島市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)の進捗状況を公

表します。

１　温室効果ガス総排出量の比較

　令和元年度温室効果ガス総排出量は、基準年度（平成２６年度）と比較して約34.36％減

少しました。
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